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(57)【要約】
自動車用尿素水溶液モニタ装置が選択触媒還元車両の尿
素タンクに連結されて配置される。一定の周波数のＲＦ
信号が例えば共振回路を通して生成され、共振回路は例
えばインダクタとＰＣＢトレースキャパシタなどから構
成される。電磁波は尿素タンク内の自動車用尿素水溶液
の中を伝搬される。液体の導電性および絶縁特性が個別
／トレースキャパシタ、および／または、個別／トレー
ス・インダクタのインピーダンスを変化させる。これら
の変化は、尿素タンク内の自動車用尿素水溶液のアンモ
ニア含有量、温度、かつ／または液位に対応し、マイク
ロコントローラなどによって検出されることが好ましく
、その後、選択触媒還元車両のエンジン・マネージメン
ト・システムなどに送信される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用周波数におけるＲＦ信号を生成し、
　前記ＲＦ信号を共振回路にカップリングし、前記共振回路が共振周波数を有するととも
にタンク内の液体に最も近く配置されたインダクタを備え、
　前記インダクタに隣接する前記液体の少なくとも１つの特性の変動により引き起こされ
る前記共振回路に関係する電気的なパラメータの変化を計測する
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記液体が尿素であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＦ信号が実質的に正弦波であるとともに一定の周波数を有することを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記共振回路が直列共振インダクタ、キャパシタ、抵抗回路であることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記共振回路が並列共振インダクタ、キャパシタ、抵抗回路であることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記共振回路のインダクタを前記タンクに近接して配置し、前記タンク内に形成される
空間内を電磁波が伝搬されるようにし、前記タンク内の前記液体が、前記タンク内の前記
液体組成に対応する前記直列共振回路に対する電気的な負荷として作用することを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記液体の少なくとも１つの特性が電気的な特性であり、電気的なパラメータにおいて
計測される変化は、前記液体の電気的な特性における変化の関数であることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記液体が自動車用尿素水溶液であり、前記特性における変化が液体成分の関数である
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記液体が自動車用尿素水溶液であり、前記特性における変化が前記自動車用尿素水溶
液のアンモニア濃度の関数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記液体が液体自動車用尿素水溶液であり、前記特性における変化が前記タンク内の前
記自動車用尿素水溶液の液位の関数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記計測が、前記共振回路での電圧の変化の計測を含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記計測が、前記共振回路の共振周波数の変化の計測を含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記タンクの物理的かつ／または電気的な特性を補正するために前記ＲＦ信号の前記使
用周波数をキャリブレーションすることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記使用周波数が自動的にキャリブレーションされることを特徴とする請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】



(3) JP 2010-528259 A 2010.8.19

10

20

30

40

50

　前記使用周波数の前記キャリブレーションは、第１周波数から第２周波数までの周波数
範囲の間のスイープ操作を含み、それによって前記範囲内における前記使用信号を特定し
、前記使用周波数から共振回路のパラメータを計測することを特徴とする請求項１４に記
載の方法。
【請求項１６】
　計測されたパラメータに前記共振回路の共振周波数が含まれることを特徴とする請求項
１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記計測されたパラメータに前記共振回路の共振周波数の振幅が含まれることを特徴と
する請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　外部装置に前記計測された変化を送信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記計測された変化を前記液体の中のアンモニア濃度を表す値に変換することを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　出力端子と入力端子とを備え、ＲＦジェネレータに接続されたアンテナドライバと、
　前記アンテナドライバに接続され、容器またはタンク内の液体に隣接して配置されたイ
ンダクタを備える共振回路と、
　コントローラとを備え、
　前記コントローラは前記ＲＦジェネレータを備え、前記コントローラは前記共振回路の
共振周波数に最も近づくように前記ＲＦジェネレータの使用周波数を制御し、前記タンク
内の前記液体における変化によって発生する前記共振回路に関係する電気的なパラメータ
の変化を計測する
　ことを特徴とするモニタ装置。
【請求項２１】
　前記液体が自動車用尿素水溶液であることを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記液体における前記変化に、前記タンク内の前記尿素の液位の変化が含まれることを
特徴とする請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記液体における前記変化に、前記尿素の濃度の変化が含まれることを特徴とする請求
項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記液体における前記変化に、前記尿素の濃度の変化が含まれることを特徴とする請求
項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記コントローラ、アンテナドライバ、共振回路が、プリント回路板に搭載されたこと
を特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２６】
　センサが前記容器またはタンクの外側に取り付けられることを特徴とする請求項２０に
記載の装置。
【請求項２７】
　前記共振回路がキャパシタを含むことを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２８】
　前記キャパシタがプリント回路板のトレースキャパシタであることを特徴とする請求項
２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記プリント回路板が、フレキシブル・プリント回路板であることを特徴とする請求項
２５に記載の装置。
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【請求項３０】
　使用周波数のＲＦ信号を生成する機能を備えるＲＦジェネレータと、
　前記ＲＦジェネレータに電気的に接続されたアンテナ回路とを備え、前記アンテナ回路
が、共振回路と、尿素タンクに隣接して取り付けられた放射コンポーネントとを備え、前
記共振回路が共振周波数を有し、
　更に、前記ＲＦジェネレータと前記アンテナ回路に作用的に接続されたコントローラを
備え、前記コントローラは、第１周波数から第２周波数までの周波数範囲の間をスイープ
する機能を有し、それによって前記範囲内において前記共振周波数における信号を特定し
、前記タンク内の尿素のアンモニア濃度の変化によって引き起こされる前記共振回路と関
係する前記信号の電気的なパラメータの変化を計測する
　ことを特徴とするシステム。
【請求項３１】
　前記コントローラが更に、前記電気的なパラメータにおける計測された変化を伝送する
機能を備えることを特徴とする請求項３０に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記コントローラが更に、前記電気的なパラメータの計測された変化をアンモニア濃度
信号に変換する機能を備えるとともに、前記アンモニア濃度信号を選択触媒還元車両のエ
ンジン・マネージメント・システムへ伝送する機能を備えることを特徴とする請求項３０
に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記共振回路が直列共振回路であり、前記コントローラが更に、第１周波数から第２周
波数までの周波数範囲の間をスイープする操作が可能なキャリブレーションモジュールを
備え、それによって前記範囲内において前記共振周波数における信号を特定し、前記タン
ク内の尿素のアンモニア濃度の変化によって引き起こされる前記共振回路と関係する前記
信号の電気的なパラメータの変化を計測することを特徴とする請求項３０に記載のシステ
ム。
【請求項３４】
　前記コントローラが更に、外気温の変化に前記アンモニア濃度信号を合わせる補正モジ
ュールを備えることを特徴とする請求項３０に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記コントローラが更に、前記タンク内の液体の温度変化に前記アンモニア濃度信号を
合わせる補正モジュールを備えることを特徴とする請求項３０に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００６年５月１０日に出願され、ＥＭＦ波の伝搬を利用した液位検出シス
テムおよび方法と題された米国出願第１１／４３１，９１２号、および２００６年１２月
１８日に出願され、ＥＭＦ波の伝搬を利用した燃料組成検出システムおよび方法と題され
た米国仮出願第６０／８７５，４３９号に関連し、両文献ともここで援用される。
【０００２】
　本発明は、広くは、タンクすなわち容器内の液体の状態を検出するシステムおよび方法
に関する。より具体的には、本発明の実施形態は、自動車に搭載された尿素タンク内の自
動車用尿素水溶液の特性を尿素タンク内への電磁波の伝播により検出する技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ユーロ５ビークルとも呼ばれる選択触媒還元（ＳＣＲ）車両は、エミッションを減らす
ための作用流体の利用と両立可能なディーゼルエンジンが搭載された自動車である。一般
に、ＳＣＲ車両は、燃料タンクとは独立した自動車用尿素水溶液などの作用流体の運搬に
使用される尿素タンクを備える。自動車用尿素水溶液（ＡＵＳ）は、純水に高純度の尿素
を混ぜた溶液である。ＡＵＳは、ＳＣＲ車両の尿素タンクに貯蔵され、窒素酸化物を窒素
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元素と水に変換するために車両の排気ガスにスプレーされる。これによりＳＣＲ車両は、
ユーロ５排出基準を有利に満足し得る。
【０００４】
　ＳＣＲ車両のエンジン・マネージメント・システム（ＥＭＳ）にとって、ＡＵＳの組成
の情報をもつことは重要であるため、ＥＭＳは、車両性能、特にエミッションコントロー
ルを最適化するために幾つかの車両パラメータを調整するであろう。
【０００５】
　ＳＣＲ車両のエミッションを低減するこの方法の効果を持続させるには、ＡＵＳの品質
が維持されなければならない。汚濁、高純度尿素の他の成分に対する比率の変化、温度変
動や、その他の変化は、ＡＵＳの寿命とエミッション低減におけるＡＵＳの有効性に大き
な影響を与え得る。
【０００６】
　ＳＣＲ車両は一般に、タンク内のＡＵＳのレベルを判定するのに直接的な計測システム
に頼っている。このようなシステムは、尿素タンク内側の垂直面に沿って異なる高さに配
置された複数のセンサを一般に備える。このようなセンサは一般に、分解能が低く、侵入
的であり、またＡＵＳの品質や温度を検出しない。またこのような直接的な計測システム
は、尿素タンク内への機械装置の取付けを必要とする。このような直接的な計測システム
の修理、取替え、調整は問題を抱えている。更に、このようなシステムが、ＡＵＳの凍結
を防止するための適正な加熱を可能にするＡＵＳの温度を計測する手段を備えないことか
ら、このようなシステムは、ＡＵＳが一般に凍る温度である摂氏マイナス１１度よりも低
い気温に曝されるＳＣＲ車両で採用されるときには有効でない。
【０００７】
　ＳＣＲ車両は一般に、車両のエミッションの削減におけるＡＵＳの有効性を判定するた
めに、非直接的な計測システムを利用する。このような非直接的な計測は、排気ガスに対
して行われ、ＥＭＳへと送られ、これにしたがってＥＭＳは、タンクからリリースされる
ＡＵＳの量を増減することができる。このようなシステムは、一般に反応が遅く、ＡＵＳ
の実際の品質や組成を正確には反映しない。
【０００８】
　したがって、従来技術では、信頼性が高く、低価格で、正確な、自動車の尿素タンク内
におけるＡＵＳの液位や品質を測定するシステムや方法は提供されていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、内付けあるいは外付けのＡＵＳモニタシステムによる自動車内の液体、特に
ＡＵＳの液位、温度、および／または品質を正確に計測するシステムおよび方法に向けら
れている。特に、本発明の実施形態は、尿素タンク内のＡＵＳの量や、アンモニア含有量
および／または、ＡＵＳ内の他成分のパーセンテージを含むＡＵＳの特定の特性を検出す
るためにＳＣＲ車両において利用される。この情報は、ＥＭＳやＳＣＲ車両の本体コント
ロールモジュールへ送ることができ、それにしたがってＥＭＳが応答できるようにし、そ
れによって調整が行われることを可能にして、迅速かつ正確に、ＳＣＲ車両のエミッショ
ン低減性能を向上し、少なくとも維持する。本発明の実施形態は、ＡＵＳとの直接的な接
触が全くなくＡＵＳの特性を検出し、漏れリスクやアンモニアなどへの暴露による計測装
置の磨耗を最小にする。この目的のため、本発明の実施形態では、尿素タンクに連結され
た態様で、尿素タンクの底面／側面、あるいは尿素タンクの内側に配置されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態は、例えば周波数可変のＲＦ信号が生成され、共振回路に印加され、
共振回路はインダクタとＰＣＢトレースキャパシタ、キャパシタプレートなどを備える。
電磁波が尿素タンク内を伝搬される。ＡＵＳの導電性および絶縁特性は、上述のトレース
キャパシタ／キャパシタプレートおよび／または上述のインダクタのインピーダンスを変
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化させる。これらの変化は、その液位および／またはＡＵＳのアンモニア含有量を含むＡ
ＵＳの特定の特性に応じて変化し、マイクロコントローラなどによって検出され、ＥＭＳ
に送信されることが好ましい。このようにして、本システムおよび方法は、低コストな解
決策を提供し、オリジナル装備のアプリケーションに対してだけではなく、アップフィッ
トあるいはレトロフィットなアプリケーションなどに対しても上手く適合する。本システ
ムおよび方法は、応答性が高く、即時の情報をＥＭＳに供給し、迅速かつ正確に調整が行
われることを可能にし、ＳＣＲ車両のエミッション低減性能の向上／維持する。様々な実
施形態において、例えば自動補正が行われ、外気温などの運転環境の変化に影響されるこ
となく、計測された電気的なパラメータは液位とタンク内の成分を正確に示す。システム
は、システムから車両の中央コントローラへのＡＵＳ計測の外部伝送を容易にする物理的
な、あるいは無線データインターフェースを備えてもよい。データは、周期的に、あるい
は変化に対応して、あるいは中央コントローラからの要求により、あるいは診断装置など
の外部装置からの要求により送信され得る。
【００１１】
　したがって、本発明によれば、ＥＭＦ波の伝搬を利用した液位および液体組成を検出す
る方法の一実施形態は、使用周波数におけるＲＦ信号を生成し、ＲＦ信号を共振回路にカ
ップリングし、共振回路が共振周波数を有し、タンク内の液体に隣接して配置されたイン
ダクタを備え、インダクタに隣接する液体の少なくとも１つの特性の変化によって引き起
こされる共振回路と関係する電気的なパラメータの変化を計測する。上述したように、液
体は例えば尿素である。ＲＦ信号は、実質的に正弦波であり、例えば一定の周波数を有す
る。共振回路は、直列共振インダクタ、キャパシタ、抵抗回路または並列共振インダクタ
、キャパシタ、抵抗回路であってもよい。好ましくは、共振回路のインダクタは、タンク
に近接して配置され、タンク内に画成される空間内を電磁波が伝搬され、それによってタ
ンク内の液体が、タンク内の液体の成分に対応するように直列共振回路の電気的な負荷と
して作用する。液体の特性は、例えば電気的な特性であり、電気的なパラメータの計測さ
れた変化は、例えば液体の電気的な特性における変動の関数である。液体は自動車用の尿
素水溶液であり、特性の変化は、例えば、自動車用尿素水溶液中のアンモニア濃度などの
液体組成の関数、あるいはタンク内の自動車用尿素水溶液の液位の関数である。前述した
共振回路と関係する電気的なパラメータの変化の計測には、共振回路における電圧の変化
の計測や、共振回路の共振周波数の変化の計測が含まれる。好ましくは、ＲＦ信号の使用
周波数は、タンクの物理的かつ／または電気的な特性に合わせて補正されるようにキャリ
ブレーションされ、このようなキャリブレーションは自動的に行われてもよい。特に、使
用周波数のキャリブレーションには、例えば第１周波数から第２周波数までの周波数範囲
の間の使用周波数を特定するためのスイープ操作と、この使用周波数からの共振回路のパ
ラメータの計測が含まれる。計測されたパラメータには、共振回路の共振周波数、および
／または、共振回路の共振周波数の振幅が含まれてもよい。また本発明によれば、液体の
計測された変化は液体内のアンモニア濃度を表す値に変換されてもよく、液体の計測され
た変化は外部装置に送信されてもよい。
【００１２】
　本発明のモニタ装置の実施形態は、出力端子と入力端子を有し、ＲＦジェネレータに結
合されたアンテナドライバ；アンテナドライバに結合され、容器またはタンク内の液体に
隣接して配置されたインダクタを備える共振回路；ＲＦジェネレータを備え、ＲＦジェネ
レータの使用周波数が共振回路の共振周波数に最も近づくように制御し、タンク内の液体
の変化により引き起こされる共振回路に関係する電気的なパラメータの変化を計測するコ
ントローラを備えてもよい。更に、液体は自動車用の尿素水溶液であってもよく、液体の
変化には例えばタンク内の尿素レベルの変化や、尿素のアンモニア濃度変化など、尿素の
濃度の変化が含まれてもよい。コントローラ、アンテナドライバ、共振回路は、プリント
回路板に搭載され、プリント回路板はフレキシブルであってもよく、センサは容器または
タンクの外側に取り付けられてもよい。上述したように、共振回路はキャパシタを備え、
キャパシタはプリント回路板のトレースキャパシタであってもよい。
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【００１３】
　ＥＭＦ波の伝搬を利用した液位と組成検出のためのシステムの実施形態は、例えば、使
用周波数におけるＲＦ信号を生成する機能を有するＲＦジェネレータと；ＲＦジェネレー
タに電気的に結合されたアンテナ回路とを備え、アンテナ回路は、共振回路と尿素タンク
に隣接して搭載された放射コンポーネントを有するとともに共振回路は共振周波数を有し
；更に、ＲＦジェネレータとアンテナ回路とに作用的に連結されたコントローラを備え、
コントローラは、第１周波数から第２周波数までの周波数範囲の間での共振周波数におけ
る信号を特定するためスイープを行う機能を備え、タンク内の尿素のアンモニア濃度の変
化によって引き起こされる共振回路と関係する信号の電気的なパラメータの変化を計測す
る。コントローラは更に、電気的なパラメータの計測された変化を送信してもよく、かつ
／または、コントローラは電気的なパラメータの計測された変化をアンモニア濃度信号に
変換してもよい。したがって、コントローラは、アンモニア濃度信号を選択触媒還元車両
のエンジン・マネージメント・システムへ送信する機能を備える。上述したように、共振
回路は、直列共振回路であってもよい。この場合、コントローラは、第１周波数から第２
周波数までの周波数範囲の間をスイープする操作が可能なキャリブレーションモジュール
を備えるかもしれず、それによって範囲内において共振周波数における信号を特定し、タ
ンク内の尿素のアンモニア濃度の変化によって引き起こされる共振回路と関係する信号の
電気的なパラメータの変化を計測する。コントローラは更に、外気温の変化、または、タ
ンク内の液体の温度変化にアンモニア濃度信号を合わせる補正モジュールを備えているか
もしれない。
【００１４】
　ここまでの説明は、本発明の特長や利点を順番に幾分広く概説したので、以下の発明の
詳細な説明の方がより良く理解できるであろう。本システムおよび方法の付加的な特徴や
利点は、以下に説明され、本発明の特許請求の範囲の対象となる。開示された着想や特定
の実施形態は、本発明と同じ目的を達成するための変更や他の構成を設計する基礎として
容易に利用できることは当業者によって当然理解される。また、添付される特許請求の範
囲に明らかとされる本発明の趣旨および範囲から逸脱しない等価な構成は当業者において
理解されるであろう。本発明の特徴であると考えられる新規な特徴は、その構成と操作方
法により、更なる目的と利点とともに、添付された図面と関連して考察されるとき以下の
説明からより良く理解されるであろう。しかし、各図面は単に例示と説明の目的のために
提供されたもので、本発明の限定を規定することを意図したものではないことは、明確に
理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　この明細書に組み込まれその一部を構成し、同じ番号が同じ部品を示す添付図面は、本
発明の実施形態を示し、説明とともに本発明の原理を説明するために用いられる。
【００１６】
【図１】尿素タンクに接続されて配置された本発明のＡＵＳシステムの外付けの実施形態
の斜視図である。
【００１７】
【図２】尿素タンクに接続されて配置された本発明のＡＵＳシステムの内付けの実施形態
の一部破断斜視図である。
【００１８】
【図３】図１のＡＵＳモニタ装置の分解斜視図である。
【００１９】
【図４】図１、２、３のＡＵＳモニタ装置内のある機能上の構成部分のブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本システムおよび方法は、特に液体の大部分が水である場合に、容器内の液体の種類を
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特定することができ、この詳細な説明で挙げられる例に限定されるものではない。図示さ
れ説明される実施形態において、本システムはこの情報を自動車のＥＭＳに提供でき、Ｅ
ＭＳはこの情報を、尿素タンク内に車両メーカーによって推奨されるＡＵＳではなく、水
などが含まれた場合のＳＣＲ車両における不適切な運転を防止するのに用いることができ
、また液位、および／または、タンク内の尿素濃度を検出するのに用いることができる。
【００２１】
　図１には、尿素タンク１０２に接続されて配置された本発明のＡＵＳモニタ装置１００
の一実施形態、すなわちＡＵＳモニタ装置をタンクの外側に取り付けた場合が示される。
様々な実施形態において本発明のＡＵＳモニタ装置をタンクの外側や底部に取り付けるこ
とが好ましい。尿素タンク１０２は、プラスチックなどの絶縁体から作られるであろう。
尿素タンク１０２からのＡＵＳは、エミッションコントロールを目的として車両の排気ガ
ス１０４へとポンプ１０３を用いて噴出される。
【００２２】
　図２は、尿素タンク１０２に接続されて配置された本発明のＡＵＳモニタ装置の別の実
施形態（２００）、すなわちＡＵＳモニタ装置２００をタンクの内側に取り付けた場合が
示される。この実施形態は、尿素タンク１０２が金属などの導体で構成される場合など特
別な用途で用いられるであろう。
【００２３】
　図３には、２つのパーツ３０２ａ、３０２ｂを備えるものとして描かれるハウジング３
０２内に配置されたＰＣＢ３０１を含むＡＵＳモニタ装置１００または２００の一実施形
態が示される。以下図４を参照してより詳細に説明されるように、ＰＣＢ３０１はコント
ローラ４０１を搭載または形成し、コントローラはＲＦジェネレータ４０２とアナログ－
デジタル・コンバータ４０３（ＡＤＣ）を含んでもよい。ＰＣＢ３０１は、ＲＦジェネレ
ータと共振回路４１０に連結される出力端子および入力端子を備えるアンテナドライバ４
０６を含むアンテナ回路４０５も含んでいるかもしれない。共振回路４１０は好ましくは
、インダクタ４１１と、タンクすなわち容器１０２内の液体に隣接して配置されるキャパ
シタ、すなわちＰＣＢトレースキャパシタ４１２を備える。
【００２４】
　図１～３に例示されたＡＵＳモニタ装置１００、２００の実施形態は、図４に描かれる
回路構成４００に類似した回路構成を採用してもよい。ＬＣＲ（インダクタ－キャパシタ
－抵抗）などの共振回路４１０は、直列または並列共振回路の何れでもよい。共振回路４
１０は、上述されたキャパシタ４２１とインダクタ４１１とともに抵抗４１３を備えるこ
とが好ましい。インダクタ４１１および／またはキャパシタ４１２は、個別の（ディスク
リートな）形式や、ＰＣＢトレースの形式、あるいはその他の形式であってもよい。共振
回路４１０のインダクタ４１１をタンク１０２に近接して配置することで、電磁波は、タ
ンク１０２内に形成される液体スペース１０３内を伝搬する。それによりタンク内のＡＵ
Ｓや別の液体、および／または固体は、液位および／または液体の成分、あるいはタンク
内の固体の存在に対応した形で、共振回路４１０における電気的な負荷として作用する。
液体の導電性と絶縁特性は、ディスクリート／トレース・キャパシタ４１２や、ディスク
リート／トレース・インダクタ４１１のインピーダンスを変化させる。
【００２５】
　本発明はＡＵＳなどの液体の特性を測定する。これらの特性は、好ましくは電気的な特
性であり、液体の電気的なパラメータにおける測定された変化は、液体の電気的な特性の
変化の関数である。ＡＵＳが液体である場合、電気的な特性の変化は、例えば存在する液
体の量および液体組成の関数である。電気的な特性の測定には、共振回路４１０における
電圧の変化の計測および／または共振回路の共振周波数の変化の計測が含まれ、例えばア
ナログ－デジタル・コンバータ（ＡＤＣ）４０３によって達成される。
【００２６】
　好ましくは、ＲＦジェネレータ４０２は、使用周波数におけるＲＦ信号を生成し、アン
テナ回路４０５は、電気的にＲＦジェネレータ４０２に結合されている。また、共振回路
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４１０は、共振周波数の周りに集中する周波数応答曲線をもつことが好ましい。コントロ
ーラ４０１は、ＲＦジェネレータ４０２およびアンテナ回路４１０に作用的に連結され、
ＲＦジェネレータ４０２の使用周波数が共振回路４１０の共振周波数に最も近づくように
、そしてＡＵＳの量および／または濃度、および／またはタンク１０２内のＡＵＳの中の
アンモニアの他の物質に対する割合の変化によって発生する共振回路と関係する電気的な
パラメータの変化を計測するように作動できるであろう。
【００２７】
　より具体的には、本システムおよび方法の実施形態では、周波数が可変である実質的に
は正弦波のＲＦ信号が生成され、アンテナドライバ４０６を用いて、共振回路４１０に加
えられる。したがって、タンク１０２あるいは２０２内の液体ＡＵＳは、尿素タンク１０
２および／または尿素タンク１０２内のＡＵＳの成分および温度を含むＡＵＳのある特性
に対応してＡＵＳの液位共振回路４１０に対して電気的な負荷として作用する。共振回路
４１０に対するＡＵＳの負荷効果は、共振周波数をシフト削除させることができ、かつ／
または、共振回路からの信号の振幅に変化をもたらすことができ、かつ／または、共振回
路のＱ値（品質係数）に変化をもたらすことができる。本発明の様々な実施形態によれば
、ＡＵＳの負荷効果は、発振された共振回路４１０に関係する１以上の電気的なパラメー
タの変化をモニタすることにより判断される。例えば、共振回路４１０内の抵抗４１３に
印加される電圧がモニタされてもよい。この電圧の変化は、コントローラ４０１（プロセ
ッサ４１５）、ＥＭＳ、あるいはＳＣＲシステムと協働するその他の回路構成によって検
出、解析され、結果はＡＵＳ組成、液位、あるいは温度を示す信号の出力に使われるであ
ろう。この出力は、デジタルあるいはアナログの電気信号であってもよい。
【００２８】
　コントローラ４０１やＡＵＳモニタ装置１００または２００の同様の回路構成は、電気
的なパラメータの計測された変化を送信する機能を備えることが好ましい。特に、コント
ローラ４０１は、例えば電気的なパラメータの計測された変化をアンモニア濃度および／
または液位信号に変換する機能、およびこの信号、あるいは他の情報をＳＣＲ車両のＥＭ
Ｓなどに送信する機能を更に備えるであろう。この信号および／または他の情報は、物理
的あるいは無線データインターフェースを介して車両の中央コントローラに、変化に反応
して、コントローラ４０１の要求に基づき、あるいは診断装置などの外部装置からの要求
に基づいて周期的に転送されるであろう。
【００２９】
　好ましくは、本発明は、タンクすなわち容器と温度などの外部の影響それぞれの物理的
かつ／または電気的特性を補正するために、ＲＦ信号の使用周波数をキャリブレーション
することを許容する。このキャリブレーションは、タンクが空、または満タン、あるいは
その他のときに、プロセッサ４１５や他の回路構成によって実行される。例えば、キャリ
ブレーションは、自動的かつ／または周期的に実行されるかもしれない。本システムと方
法は、共振回路４１０の共振周波数、およびタンクが空のときのその共振周波数信号の振
幅を検出可能にするキャリブレーションのハードウェアとソフトウェアを使用してもよい
。代わりに、または付加的に、本システムと方法は、共振回路４１０の共振周波数、およ
び共振周波数信号の既に知られた値に対する相対的な振幅の検出を可能にする自動キャリ
ブレーションハードウェアおよびソフトウェアを使用してもよい。特定の実施形態では、
キャリブレーションは、第１周波数と第２周波数の間の範囲における共振周波数信号を特
定するためのスイープ操作と、ＲＦ信号の周波数がスイープされるにしたがっての共振回
路のパラメータの計測操作を含んでもよい。
【００３０】
　本発明の様々な実施形態では、ＡＵＳの温度を検出する。このような実施形態において
、ＡＵＳモニタ装置は、温度や湿度のための別のセンサ４２０、あるいは他のセンサを備
えているかもしれない。コントローラ４０１は、液体の温度、外気温、および／または他
の計測された、あるいは計算されたパラメータの変化に対応して液体濃度信号を調整する
機能を備える補正モジュール４２１を更に備えるかもしれない。
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【００３１】
　本発明とその利点について詳細に説明したが、添付された特許請求の範囲において規定
された本発明の趣旨と範囲を逸脱することなく、様々な変更、代用、改変がここにおいて
可能であることは無論である。更に、この出願の範囲は、明細書で説明された特定のプロ
セスや、機械、製品、組成物、手段、方法、ステップの具体例に限定されることを意図し
たものではない。当業者であれば、本発明の開示から、現在存在し、あるいは将来に開発
され、ここで説明される対応実施形態と実質的に同じ機能や実質的に同じ結果をもたらす
プロセス、機械、製品、組成物、手段、方法、ステップを本発明にしたがって利用できる
ことを容易に理解できるであろう。例えば、既に述べたように、本システムおよび方法は
、他の容器、および／または伝送ライン内の液体成分を検知し計測でき、この詳細な説明
で挙げられた例に限定されるものではない。このシステムは、科学的、消費者、工業的、
および医療的な幅広い環境で利用できる。したがって、添付された特許請求の範囲は、そ
のようなプロセス、機械、製品、組成物、手段、方法、ステップをその範囲に含むことを
意図している。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用周波数におけるＲＦ信号を生成し、
　前記ＲＦ信号を共振回路にカップリングし、前記共振回路が共振周波数を有するととも
にタンク内の液体に最も近く配置されたインダクタを備え、
　前記インダクタに隣接する前記液体の少なくとも１つの特性の変動により引き起こされ
る前記共振回路に関係する電気的なパラメータの変化を計測し、
　外部装置に前記計測された変化または前記液体の少なくとも１つの前記特性を送信する
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記液体が尿素であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記共振回路のインダクタを前記タンクに近接して配置し、前記タンク内に形成される
空間内を電磁波が伝搬されるようにし、前記タンク内の前記液体が、前記タンク内の前記
液体組成に対応する前記共振回路に対する電気的な負荷として作用することを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記液体が自動車用尿素水溶液であり、前記特性における変化が前記自動車用尿素水溶



(12) JP 2010-528259 A 2010.8.19

液のアンモニア濃度の関数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　外気温の変化に前記アンモニア濃度測定を合わせるために前記計測された変化または前
記液体の前記少なくとも１つの特性の補正を行うことを特徴とする請求項４に記載のシス
テム。
【請求項６】
　前記液体の温度変化に前記アンモニア濃度測定を合わせるために前記計測された変化ま
たは前記液体の前記少なくとも１つの特性の補正を行うことを特徴とする請求項４に記載
のシステム。
【請求項７】
　前記液体が自動車用尿素水溶液であり、前記特性における変化が前記タンク内の前記自
動車用尿素水溶液の液位の関数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記タンクの物理的かつ／または電気的な特性を補正するために前記ＲＦ信号の前記使
用周波数をキャリブレーションすることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記使用周波数が自動的にキャリブレーションされることを特徴とする請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記使用周波数の前記キャリブレーションは、第１周波数から第２周波数までの周波数
範囲の間のスイープ操作を含み、それによって前記範囲内における前記使用周波数を特定
し、前記使用周波数から共振回路のパラメータを計測することを特徴とする請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　計測されたパラメータに前記共振回路の共振周波数が含まれることを特徴とする請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記計測されたパラメータに前記共振回路の共振周波数の振幅が含まれることを特徴と
する請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　使用周波数のＲＦ信号を生成する機能を備えるＲＦジェネレータと、
　前記ＲＦジェネレータに電気的に接続されたアンテナ回路とを備え、前記アンテナ回路
が、共振回路と、尿素タンクに隣接して取り付けられた放射コンポーネントとを備え、前
記共振回路が共振周波数を有し、
　更に、前記ＲＦジェネレータと前記アンテナ回路に作用的に接続されたコントローラを
備え、前記コントローラは、第１周波数から第２周波数までの周波数範囲の間をスイープ
する機能を有し、それによって前記範囲内において前記共振周波数における信号を特定し
、前記タンク内の尿素のアンモニア濃度の変化によって引き起こされる前記共振回路と関
係する前記信号の電気的なパラメータの変化を計測する
　ことを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記コントローラが更に、外気温の変化に前記アンモニア濃度信号を合わせる補正モジ
ュールを備えることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記コントローラが更に、前記タンク内の液体の温度変化に前記アンモニア濃度信号を
合わせる補正モジュールを備えることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
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